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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第42期
前第１四半期
連結累計(会
計)期間

第43期
当第１四半期
連結累計(会
計)期間

第42期

会計期間

自　平成20年
　　　7月1日
至　平成20年
　　9月30日

自　平成21年
　　　7月1日
至　平成21年
　　9月30日

自　平成20年
　　　7月1日
至　平成21年
　　6月30日

完成工事高 (千円) 1,627,5741,400,8956,637,567

経常利益 (千円) 109,180 6,753 532,008

四半期(当期)純利益 (千円) 63,676 3,426 313,310

純資産額 (千円) 3,721,9313,949,6403,974,831

総資産額 (千円) 4,796,6924,977,0904,987,370

１株当たり純資産額 (円) 1,288.071,365.761,374.65

１株当たり四半期
(当期)純利益 (円) 22.02 1.19 108.79

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 77.2 78.9 79.3

営業活動による
キャッシュ・フロー (千円) △19,216 26,391515,013

投資活動による
キャッシュ・フロー (千円) △32,739△22,084△84,775

財務活動による
キャッシュ・フロー (千円) △25,494△28,999△29,034

現金及び現金同等物
の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,219,1521,673,1131,697,806

従業員数 (名) 273 283 277

(注)1　売上高には、消費税等は含まれておりません。
　　2　潜在株式調整後1株あたり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
　　3　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。
　

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事
業の内容に重要な変更はありません。
また、主要な関係会社についても異動はありません。
なお、当第1四半期会計期間より、ビルやマンションを中心とした生活雑配水の配水管洗浄を、ウォーター
ジェット技術を利用して行うビルメンテナンス事業を当社にて開始いたしました。
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３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

４【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年9月30日現在

従業員数(名) 283
(31)

(注) １　当社グループは、切断・穿孔工事業を中心としております。
 　　２　従業員は、就業人員であり、臨時雇用者は( )内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。　　　
 

　

(2) 提出会社の状況

平成21年9月30日現在

従業員数(名) 262
(31)

(注) １　従業員は、就業人員であり、臨時雇用者は( )内に当第1四半期連結会計期間の平均人員を外数で記
載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績
　　　当社グループの事業は建設業の一部であり、建設業では生産実績を定義することが困難である　
　　ため、「生産の状況」は記載しておりません。
　

(2) 受注実績
　

　

前第1四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日　
 　至　平成20年９月30日)

当第1四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日　
 　至　平成21年９月30日)　

区分 受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円)

ダイヤモンド工法事業 1,379,846 － 1,175,668 －

ウォータージェット工法事業 247,728 － 225,227 －

合計 1,627,574 － 1,400,895 －

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　当社グループでは、受注日が工事日の1～2日前に確定することが多く、工期が数時間と短く金額が

僅少な工事が多いため、日々の工事施工終了時に売上を計上しております。従って、売上金額と受注

実績は同額として記載しております。

 ３　ビルメンテナンス事業の受注実績については、少額であるため、ウォータージェット工法事業に含

めて記載しております。　　　
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(3) 売上実績
　

　
前第1四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日　
 　至　平成20年９月30日)　

当第1四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日　
 　至　平成21年９月30日)

区分 売上高(千円) 売上高(千円)

ダイヤモンド工法事業 1,379,846 1,175,668

ウォータージェット工法事業 247,728 225,227

合計 1,627,574 1,400,895

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　当社グループの事業は請負形態を取っており、販売実績という定義は実態にそぐわないため、売上

実績を記載しております。

 ３　ビルメンテナンス事業の売上実績については、少額であるため、ウォータージェット工法事業に含

めて記載しております。　　　

 ４  当社グループの事業は公共事業関連工事が多いため、売上高は第１四半期（7月～9月）・第４四

半期（4月～6月）が減少し、第２四半期（10月～12月）・第３四半期（1月～3月）に集中いたしま

す。

　

２ 【事業等のリスク】

当第1四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事象の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

（1）　経営成績に関する分析
当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国向け需要の回復などにより、一部において回復の
兆しが見られるものの、国内設備投資の大幅な減少や雇用情勢の悪化等、依然として予断を許さない状況が
続いております。
　当第１四半期連結会計期間における当社グループを取り巻く経営環境についても、公共投資が引続き低水
準で推移する中で価格競争が激しくなったことにより、一段と厳しいものになりました。　
　その結果、当第１四半期連結会計期間における連結売上高は1,400百万円（前年同期比13.9％減）となり、
営業損失は4百万円(前年同期は営業利益97百万円）、第１四半期純利益は3百万円(同94.6％減）となりま
した。また、当第1四半期より当社グループはビルメンテナンス事業を開始いたしましたが、当該事業の売上
高は、事業開始後間もないため、4百万円にとどまっております。
　なお、当社グループの事業は公共事業関連工事が多いため、売上高は第１四半期（7月～9月）・第４四半
期（4月～6月）が減少し、第２四半期（10月～12月）・第３四半期（1月～3月）に集中いたします。利益に
つきましても同様に推移いたします。今後、このような業績の変動を平準化していく方針でありますが、当
面、業績は第２四半期、第３四半期に偏る傾向にあります。　　
 
工法種類別の業績は、以下の通りであります。
 
　(ダイヤモンド工法事業）
　ダイヤモンド工法事業につきましては、高層ビル解体分野への参画を図り営業力を強化し、治水施設、原子
力発電所維持補修分野への市場拡大を図りました。その結果、当第１四半期連結会計期間における売上高
は、1,175百万円(前年同期比14.8％減）となりました。
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　(ウォータージェット工法事業）
　ウォータージェット工法事業につきましても、高速道路、原子力発電所維持補修分野及びアスベスト除去
を初めとした環境対策関係分野への市場拡大を図りました。その結果、当第1四半期連結会計期間における
売上高は225百万円(前年同期比9.1％減）となりました。
　
（2）　財政状態に関する分析
当第１四半期連結会計期間末における当社グループの総資産は4,977百万円(前年同期比3.8％増）、負債
が1,027百万円(同4.4％減）、純資産は3,949百万円(同6.1％増）となり、自己資本比率は78.9％となりまし
た。
　資産の主なものは、現預金1,773百万円(同34.4％増）、完成工事未収入金1,098百万円(同14.7％減）、土地
995百万円(同0.1％増）などであります。負債の主なものは、工事未払金256百万円(同12.2％減）、退職給付
引当金297百万円(同14.8％増）であり、純資産では利益剰余金3,098百万円(同7.8％増）であります。
　
　

（3）　キャッシュ・フローの状況に関する分析
当第１四半期連結会計期間末における当社グループの現金及び現金同等物(以下「資金」という）は、営
業活動で26百万円の増加、投資活動で22百万円の減少、財務活動で28百万円の減少となった結果、1,673百万
円(前年同期比37.2％増）となりました。主な要因は次のとおりです。
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
　当第１四半期連結会計期間における営業活動の資金の増加は26百万円（前年同期は19百万円のキャッ
シュ・アウト）となりました。主な要因としては賞与引当金の増加が81百万円あったことなどによります。
　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
　当第１四半期連結会計期間における投資活動の資金の減少は22百万円(前年同期は32百万円のキャッシュ
・アウト）となりました。主な要因としては機械装置、車輌運搬具等固定資産の取得に15百万円を支出した
ことなどによります。
　
(財務活動によるキャッシュ・フロー）
　当第１四半期連結会計期間における財務活動の資金は、配当金の支払いにより28百万円の減少(前年同期
は25百万円のキャッシュ・アウト）となりました。
 
　
　

（4）　事業上及び財務上の対処すべき課題
当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
　
　

（5）　研究開発活動
当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は2百万円であります。
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況
　　　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画
当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除
却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。
また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)

（平成21年９月30日）

提出日現在発行数
(株)(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,000,000 3,000,000ジャスダック証券取引所

権利内容に何ら限定
のない当社における
標準となる株式
 
単元株式数　100株
 

計 3,000,000 3,000,000 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

第一カッター興業株式会社(E00320)

四半期報告書

 8/29



(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

― 3,000,000 ― 470,300 ― 465,100

　

　　　

(5) 【大株主の状況】

　　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把

　　握しておりません。

　　

　

　

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年6月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年6月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)普通株式
100,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式
2,899,60028,996

―

単元未満株式 普通株式
400

― ―

発行済株式総数 3,000,000― ―

総株主の議決権 ― 28,996 ―
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② 【自己株式等】

平成21年6月30日現在

所有者の氏名
又は名称 所有者の住所

自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
(％)

　(自己保有株式）
第一カッター興業株式会社

神奈川県茅ヶ崎市萩
園833番地 100,000

 
―

 
100,000 3.33

計 ― 100,000― 100,000 3.33

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年
　7月 　8月 　9月

最高(円) 720 750 699

最低(円) 672 688 647

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
　

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19
年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」
(昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。
　なお、前第1四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日)は改正前の四半期連結財務諸
表規則に基づき、当第1四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日)及び当第1四半期連
結累計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日)は改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成
しております。
 

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年７月1
日から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については新日本有限責任監査法人による四半
期レビューを受け、当第１四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第1
四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について
は、アーク監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第42期連結会計年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

　第43期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　　　アーク監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第1四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,773,755 1,798,447

受取手形・完成工事未収入金 ※1
 1,285,050

※1
 1,251,157

材料貯蔵品 68,103 67,270

繰延税金資産 24,417 24,417

その他 35,625 57,543

貸倒引当金 △9,321 △8,646

流動資産合計 3,177,630 3,190,190

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 294,731 294,731

減価償却累計額 △169,152 △166,914

建物・構築物（純額） 125,579 127,817

機械装置及び運搬具 1,511,727 1,498,486

減価償却累計額 △1,283,764 △1,261,167

機械装置及び運搬具（純額） 227,962 237,318

工具器具・備品 63,831 62,051

減価償却累計額 △51,509 △49,987

工具器具・備品（純額） 12,321 12,063

土地 995,957 995,957

有形固定資産合計 1,361,821 1,373,157

無形固定資産 7,694 6,146

投資その他の資産

投資有価証券 112,004 109,825

繰延税金資産 161,995 161,995

その他 209,241 182,776

貸倒引当金 △53,298 △36,721

投資その他の資産合計 429,943 417,876

固定資産合計 1,799,459 1,797,180

資産合計 4,977,090 4,987,370
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(単位：千円)

当第1四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 256,746 194,625

短期借入金 50,000 50,000

未払法人税等 2,469 84,070

賞与引当金 108,040 27,010

その他 235,556 287,366

流動負債合計 652,812 643,071

固定負債

退職給付引当金 297,412 292,258

役員退職慰労引当金 74,487 71,044

負ののれん 2,736 2,964

その他 － 3,200

固定負債合計 374,636 369,467

負債合計 1,027,449 1,012,539

純資産の部

株主資本

資本金 470,300 470,300

資本剰余金 465,100 465,100

利益剰余金 3,098,874 3,124,447

自己株式 △106,438 △106,438

株主資本合計 3,927,835 3,953,408

少数株主持分 21,804 21,422

純資産合計 3,949,640 3,974,831

負債純資産合計 4,977,090 4,987,370
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　　【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成21年９月30日)

完成工事高 1,627,574 1,400,895

完成工事原価 1,150,622 1,015,895

完成工事総利益 476,952 384,999

販売費及び一般管理費 ※1
 379,502

※1
 389,571

営業利益又は営業損失（△） 97,449 △4,571

営業外収益

受取利息 286 66

受取保険金 935 100

受取家賃 4,190 4,711

負ののれん償却額 228 228

持分法による投資利益 933 2,178

雑収入 5,519 4,359

営業外収益合計 12,094 11,643

営業外費用

支払利息 321 271

売上債権売却損 42 47

営業外費用合計 363 318

経常利益 109,180 6,753

特別利益

償却債権取立益 1 52

保険解約返戻金 705 －

固定資産売却益 990 －

特別利益合計 1,696 52

特別損失

固定資産売却損 156 －

固定資産除却損 2,157 24

災害による損失 2,371 －

特別損失合計 4,686 24

税金等調整前四半期純利益 106,190 6,781

法人税等 43,892 2,972

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,378 382

四半期純利益 63,676 3,426
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 106,190 6,781

減価償却費 35,640 27,330

長期前払費用償却額 － 57

負ののれん償却額 △228 △228

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,121 17,251

受取利息 △286 △66

支払利息 321 271

持分法による投資損益（△は益） △933 △2,178

固定資産除却損 2,157 24

固定資産売却損益（△は益） △833 －

受取賃貸料 △4,190 －

受取保険金 △935 △100

保険解約返戻金 △705 －

災害損失 2,371 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,938 3,442

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,334 5,154

賞与引当金の増減額（△は減少） 83,660 81,030

前渡金の増減額（△は増加） △1,575 －

未払費用の増減額（△は減少） 3,148 4,974

未払金の増減額（△は減少） △31,278 △32,519

未払消費税等の増減額（△は減少） 11,549 3,020

売上債権の増減額（△は増加） 34,562 △56,165

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,136 △832

仕入債務の増減額（△は減少） △16,101 62,121

その他 △24,711 △18,949

小計 201,684 100,419

利息及び配当金の受取額 286 66

利息の支払額 － △84

保険金の受取額 935 100

保険解約返戻金の受取額 705 －

災害損失の支払額 △2,371 －

法人税等の支払額 △220,456 △74,109

営業活動によるキャッシュ・フロー △19,216 26,391
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成21年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △32,354 △15,893

有形固定資産の売却による収入 1,319 －

無形固定資産の取得による支出 － △1,673

出資金の払込による支出 △23 －

貸付けによる支出 △1,600 △1,200

貸付金の回収による収入 314 503

保険積立金の積立による支出 △4,479 △4,701

保険積立金の払戻による収入 668 963

その他 3,415 △83

投資活動によるキャッシュ・フロー △32,739 △22,084

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △25,494 △28,999

財務活動によるキャッシュ・フロー △25,494 △28,999

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △77,450 △24,692

現金及び現金同等物の期首残高 1,296,603 1,697,806

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,219,152

※1
 1,673,113
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【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年7月１日 
　至　平成21年9月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が

前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実

績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下

が明らかなものについてのみ正味売却価格を見積

もり、簿価切下げを行う方法によっています。

３　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計

年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。

４　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債

の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前

連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められる場

合に、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法に

よっています。

　

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年7月１日 
　至　平成21年9月30日)

　税金費用の計算

　税金費用の計算について、当連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算する方法を採用してお

ります。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示し

てあります。
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【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年9月30日)

前連結会計年度末
(平成21年6月30日)

※1　裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 169,364千円

※1　裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 195,205千円
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(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至  平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至  平成21年９月30日)

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 175,252千円

賞与引当金繰入額 33,500千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,938千円

貸倒引当金繰入額 10,434千円

退職給付引当金繰入額 7,939千円

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 150,004千円

賞与引当金繰入額 40,800千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,442千円

貸倒引当金繰入額 20,478千円

退職給付費用 8,969千円
 
 

　2　売上高の季節変動

　当社グループの売上高は、公共事業関連工事が多

いため、第１四半期(7～9月）、第４四半期(4～6

月）が減少し、第２四半期(10～12月)、第３四半期

(1～3月）に集中いたします。

  2　売上高の季節変動

　

              　　 同左
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至  平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至  平成21年９月30日)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期

連結貸借対照表に掲記されている科目の金額

との関係

 

現金及び預金 1,319,473千円

　　　計 1,319,473千円

預入期間が３か月超の

定期預金
△100,320千円

現金及び現金同等物 1,219,152千円
　

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期

連結貸借対照表に掲記されている科目の金額

との関係

 

現金及び預金 1,773,755千円

　　　計 1,773,755千円

預入期間が３か月超の

定期預金
△100,641千円

現金及び現金同等物 1,673,113千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年9月30日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年7月1日　至　

平成21年9月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,000,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 124,070

　　(注）上記には、持分法適用関連会社が保有している当社株式の当社帰属分24,000株を含んでおります。

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額(千円)
１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年9月25
日
定時株主総会

普通株式 28,999 10平成21年6月30日平成21年9月28日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

(有価証券関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年7月１日　至　平成20年9月30日)
当社グループは、切断・穿孔工事業を営む単一セグメントにつき、記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年7月１日　至　平成21年9月30日)
当社グループは、切断・穿孔工事業を主な事業としており、全セグメントの売上高および営業利益
(又は損失）の合計額にしめる切断・穿孔工事業の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類
別セグメント情報を省略しております。

　

　【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成20年7月1日　至　平成20年9月30日)
本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店はありませんので、記載を省略しており
ます。

　

　当第１四半期連結累計期間(自　平成21年7月1日　至　平成21年9月30日)
本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店はありませんので、記載を省略しており
ます。

　

　【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成20年7月1日　至　平成20年9月30日)
海外売上高がないため、記載を省略しております。

　

　当第１四半期連結累計期間(自　平成21年7月1日　至　平成21年9月30日)
海外売上高がないため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年9月30日)

前連結会計年度末
(平成21年6月30日)

　 　

１株当たり純資産額 1,365.76円
　

　 　

１株当たり純資産額 1,374.65円
　

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 3,949,640 3,974,831

普通株式に係る純資産額(千円) 3,927,835 3,953,408

差額の主な内訳(千円) 　 　

　少数株主持分 21,804 21,422

普通株式の発行済株式数(千株) 3,000 3,000

普通株式の自己株式数(千株) 124 124

１株当たり純資産額の算定に用
いられた普通株式の数(千株) 2,875 2,875

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 22.02円

　 　
　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
　

１株当たり四半期純利益 1.19円

　 　
　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
　

　

(注)　　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 63,676 3,426

普通株式に係る四半期純利益(千円) 63,676 3,426

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,892 2,875
　

　

　

　

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月14日

第一カッター興業株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴木　義則

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　池内　基明

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一

カッター興業株式会社の平成20年７月1日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結累計

期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一カッター興業株式会社及び連結子会社の

平成20年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月13日

第一カッター興業株式会社

取締役会　御中

　

アーク監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　赤荻　隆　　

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　新井　盛司

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一

カッター興業株式会社の平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計

期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一カッター興業株式会社及び連結子会社の

平成21年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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